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 第３章の「復顔制作の概要」では、筆者自身がどのような手法で復顔法を学んだかが語られる。筆者
は、イギリスのマンチェスター法を参照して、復顔法の手順を整理し、まとめている。ここでは「印象」
による顔の造形ではなく、解剖学的・人類学的な知見に基づいた手法が確認される。 
 第４章の「寛永寺出土・大奥女性の復顔制作」では、そのタイトル通り、大奥女性の復顔をした、そ
の実践のプロセスが、具体的に詳細に紹介される。西洋人と日本人の顔の形態は異なり、筆者独自の開
発による手法で、マンチェスターの改変が行われた。今後、日本人の復顔が展開されていくにあたって、
パイオニア的な試みであると評価できる。 
 そして第５章の「新たな復顔像」では、ロダンの彫刻や、日本の生き人形、また最先端のヒューマノ
イドロボットなど、さまざまな立体造形による顔が検証される。そこから復顔とは何か、復顔ならでは
の世界とはどういうものかが浮き彫りにされる。 
 筆者の戸坂明日香は、学部では本学の彫刻科を卒業し、大学院の修士課程より美術解剖学を専攻して
きた。粘土による三次元復顔には、彫刻の技法と、解剖学の素養という二つの側面が要求されるが、筆
者は、その両方をあわせもった類まれな存在である。 
 科学と芸術の両方にまたがり、それを結びつけようという試みは、美術解剖学の本質的なスタンスで
もある。 
 復願という作業は、多くは絵画・イラストなど二次元表現の分野で行われているが、筆者は、粘土に
よる三次元の復顔に取り組んだ。さらに、江戸時代の大奥女性の復顔はいまだ行われたことはない。そ
れは、日本人の、美しい女性とはどういう顔をしているか、それを解明する一助ともなる。 
 本研究では、江戸時代の女性の顔が「復顔」されたが、その成果・意義として歴史的な資料の一助と
なること、日本人の顔の美しさ、また美術における人体造形のありかたなど、科学、歴史、芸術にまで、
幅広い実りをもたらすことが期待される。 
 論文としても、たくさんの資料に言及し、幅広い分野の知見をうまくまとめ上げている。 
よって東京藝術大学の博士論文として評価でき、合格とする。 
 
 
